
基本目標１ −⼦どもへの視点−
⼦どもが自ら育つ力を支援し、⼦どもの願いを聴き、一人一人を大切にします
推進施策
１．就学前の教育・保育環境の充実と学齢期への途切れのない支援
２．自己肯定感を育み、生きる力を培う教育の推進
３．次世代の親の育成
４．⼦どもの居場所づくり

基本目標２ −⼦どもへの視点−
すべての⼦どもがそれぞれの環境に応じた支援を受けられるようにします
推進施策
１．障がいのある⼦どもの支援
２．支援が必要な⼦どもへの支援
３．支援が必要な家庭への支援
４．⼦どもの悩みや不安、心の問題への対応の充実
５．ひとり親家庭への支援の充実

基本目標３ −保護者への視点−
⼦どもと出会えてよかった、⼦育てしてよかったと思える途切れのない⼦育て支援をします
推進施策
１．妊娠・出産から⼦育てへと途切れのない支援
２．⼦どもを育む環境の整備
３．働きながら⼦育てしやすい環境の整備
４．⼦ども・⼦育てに対する相談・支援の体制の充実

基本目標４ −社会・地域への視点−
市⺠・地域・企業が一つになって⼦育ち・⼦育てしやすい環境をつくります
推進施策
１．地域における⼦育ち・⼦育て支援の充実
２．⼦育ち・⼦育てを支える社会の仕組みづくり
３．⼦どもを安全に安心して育てられるまちづくり
４．児童虐待防止・社会的養護体制の充実

子どもの輝きが未来につながるまち・津
基本理念

【参考資料２】

【保護者への視点】
保護者のすべてが子育ての喜
びや生きがいを感じ、伸び伸
びと子育てをしながら、親と
しても成⻑できるような⽀援
を行います

【社会・地域への視点】
子どもと保護者が地域とのつながり
を持ち、様々な年代・立場の人々が
子育てに関われる環境づくりをすす
め、津の良さを活かした、子育てし
やすいまちをめざします

【子どもへの視点】
子どもの権利を尊重し、
子どもにとっての最善の
利益の実現を重視します

計画策定の姿勢

計画全体に反映


